
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
提
出

質

問

第

四

九

号

介
護
保
険
に
お
け
る
要
支
援
者
へ
の
予
防
給
付
を
廃
止
す
る
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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介
護
保
険
に
お
け
る
要
支
援
者
へ
の
予
防
給
付
を
廃
止
す
る
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

介
護
保
険
の
制
度
改
正
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
て
議
論
、
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
日
の
介
護
保
険
部
会
（
第
五
十
一
回
）
に
て
、
厚
生
労
働
省
よ
り
、
要
支
援
者
へ
の
予
防
給
付

を
廃
止
し
、
市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
る
新
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

予
防
給
付
の
費
用
は
、
平
成
二
十
三
年
度
で
約
五
千
億
円
で
す
が
、
給
付
見
込
み
額
の
伸
び
が
従
来
通
り
の
五
か
ら
六
％

の
場
合
、
平
成
三
十
七
年
度
に
は
費
用
額
は
い
く
ら
と
推
計
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
新
総
合
事
業
へ

移
行
し
て
効
率
化
を
図
り
三
か
ら
四
％
の
伸
び
に
し
た
場
合
、
平
成
三
十
七
年
度
に
は
費
用
額
は
い
く
ら
と
推
計
さ
れ
ま
す

か
。

二

い
ま
要
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
要
介
護
認
定
で
同
じ
要
支
援
と
認
定
さ
れ
て
い
る
限
り
、
新
総

合
事
業
へ
の
移
行
後
も
、
い
ま
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
利
用
す
る
権
利
を
有
し
ま
す
か
。

三

新
総
合
事
業
に
移
行
し
た
後
、
新
た
に
要
支
援
一
、
二
に
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
が
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
（
現
在
、
要
支
援

一
、
二
の
高
齢
者
が
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
で
き
る
可
能
性
は
、
移
行
前
か
ら
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

一



い
た
高
齢
者
と
同
じ
で
す
か
。

四

い
ま
要
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
移
行
後
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
受
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、
優
遇
措
置
あ
る
い
は
経
過
措
置
は
設
け
ら
れ
ま
す
か
。

五

新
総
合
事
業
に
移
行
し
た
ら
、
自
己
負
担
は
市
町
村
に
よ
っ
て
は
二
割
に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

六

新
総
合
事
業
に
移
行
し
た
ら
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
事
業
費
の
単
価
や
人
員
基
準
が

下
が
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
職
員
の
数
が
減
っ
た
り
、
専
門
職
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
替
わ
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
か
。

七

新
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
単
価
が
引
下
げ
ら
れ
れ
ば
、
消
費
税
が
増
税
さ
れ
、
物
価
も
上
昇
す
る
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
職
員
の
賃
金
が
引
下
げ
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

安
倍
総
理
が
目
指
す
賃
上
げ
と
矛
盾
し
ま
せ
ん
か
。

八

現
行
の
地
域
支
援
事
業
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
自
己
負
担
割
合
が
一
割
を
下
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

九

新
総
合
事
業
で
は
、
要
支
援
者
と
現
在
の
地
域
支
援
事
業
の
利
用
者
が
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま

す
か
。

二



十

新
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
提
案
で
は
、
要
支
援
者
の
利
用
料
の
下
限
に
つ
い
て
は
要
介
護
者
の
利
用
負
担
割
合

を
下
回
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
が
あ
り
得
る
場
合
、
二
に
該
当
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
要
支
援
者
が
利
用
す
る
場
合
に
は
、
一
割
の
自
己
負
担
が
必
要
と
な
り
、
現
在
の
地
域
支
援
事
業
の
利
用
者
よ
り
も
重
い

負
担
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
得
ま
す
か
。

十
一

介
護
保
険
部
会
（
第
五
十
一
回
）
資
料
一
の
五
、
六
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
総
合
支
援
事
業
に
移
行
し
た

後
、
家
事
援
助
に
つ
い
て
は
、
訪
問
介
護
事
業
所
で
は
行
わ
な
い
の
で
す
か
。

十
二

介
護
保
険
部
会
（
第
五
十
一
回
）
資
料
一
の
五
ペ
ー
ジ
中
の
「
既
存
の
訪
問
介
護
事
業
所
に
よ
る
身
体
介
護
等
」
の
う

ち
、
「
等
」
と
い
う
文
言
で
訪
問
介
護
事
業
所
に
よ
る
家
事
援
助
を
読
み
込
む
の
で
す
か
。

十
三

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
全
国
で
お
よ
そ
何
人
い
ま
す
か
。
そ
の
う
ち
、
介
護
保
険
の
予
防
給
付
に
お
け
る
訪
問
介
護
に
携

わ
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
方
は
お
よ
そ
何
人
い
ま
す
か
。
ま
た
、
家
事
援
助
を
訪
問
介
護
事
業
所
が
行
わ
な
く
な
る

と
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
多
く
が
職
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
か
。

十
四

介
護
保
険
の
予
防
給
付
で
あ
る
、
要
支
援
者
を
対
象
と
す
る
家
事
援
助
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
担
う
こ
と
が
可

能
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


